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全力で青春



一般会計など11会計の決算は、
すべて認定

1
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※ 

債
務
負
担
行
為
と
は

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
も
の
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
内
容
の

た
め
に
、
12
億
1
5
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
4
6
2
億
4
4
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

 

…
…
総
額
6
億
9
6
2
2
万
円

（
主
な
も
の
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
支
援
事
業 

…
…
6
0
0
0
万
円

　
　

市
内
で
業
を
営
む
店
舗
や
施
設
、
事
業
所
に
対

し
、
感
染
症
拡
大
防
止
に
資
す
る
設
備
（
換
気
設

備
、
セ
ン
サ
ー
式
蛇
口
設
置
な
ど
）
の
導
入
を
補

助
す
る
。

・
避
難
所
等
感
染
防
止
資
機
材
整
備
事
業

…
…
5
1
1
1
万
円

　
　

指
定
避
難
所
用
の
感
染
症
対
策
用
資
機
材
（
防

災
倉
庫
や
防
災
用
ベ
ッ
ド
、
暖
房
器
具
な
ど
）
を

整
備
す
る
。

・
中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援
補
助
事
業

…
…
5
0
0
0
万
円

　
　

中
小
企
業
者
な
ど
の
経
営
力
の
強
化
を
目
的
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
転
換
や
販
路
開
拓
の
強
化
、
I
T
を

導
入
し
て
業
務
の
効
率
化
な
ど
に
取
り
組
む
事
業

者
を
支
援
す
る
。

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
 …
…
3
0
0
0
万
円

　
　

市
内
に
在
住
し
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
、
市

内
事
業
者
に
発
注
し
て
、
新
し
い
生
活
様
式
や
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
へ
対
応
す
る
た
め
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

居
住
者
に
対
し
、
助
成
す
る
。

●
工
場
立
地
奨
励
補
助
金
補
助
事
業

…
…
1
億
3
9
8
4
万
円

●
各
種
建
設
事
業
に
お
け
る
国
庫
補
助
額
決
定
に
伴

う
対
象
事
業
費
の
変
更
…
…
1
億
1
0
2
2
万
円

●
ふ
る
さ
と
納
税
事
業 

 …
…
…
…
8
0
0
0
万
円

　
　

ま
た
、
債

※

務
負
担
行
為
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
自
主
運
行
バ
ス
運
行
委
託

　

期　

間　

令
和
2
年
度
〜
令
和
4
年
度

　

限
度
額　

7
0
0
0
万
円

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
委
託
（
浅
羽
西
地
区
）

　

期　

間　

令
和
2
年
度
〜
令
和
4
年
度

　

限
度
額　

1
6
0
万
円

9月定例会

　

市
議
会
は
、
9
月
定
例
会
を
8
月
31
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
31
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
2
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
令

和
元
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
決
算
認
定
を
含
む
28
議
案
と
1
件
の
報
告
と
、
議
員
か
ら
は
、
袋
井
市
議

会
会
議
規
則
と
袋
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
及
び
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
5
議
案
が
上
程
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

市内図書館に設置された図書消毒機市内図書館に設置された図書消毒機
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令
和
元
年
度
決
算
認
定

　

市
は
、
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
決

算
と
し
て
ま
と
め
、
議
会
は
、
予
算
の
使
い
方
が
適

正
か
つ
効
率
的
で
あ
っ
た
か
、
い
か
に
事
業
の
効
率

が
上
が
っ
た
か
な
ど
を
決
算
審
査
し
、
今
後
の
予
算

や
事
業
計
画
へ
の
要
望
を
伝
え
ま
す
。

市税 みなさんからの税金 17万5千円

交付税・
各種交付金 国からの譲与税や交付金など 5万6千円

使用料・
手数料

市営住宅使用料、各種証明手
数料など 7千円

国・県支出金 国や県からの補助金など 8万1千円

寄附・
財産収入 寄附金、利子、財産収入 1万8千円

繰入金 特別会計や預貯金からの繰り
入れ 6千円

繰越金 前年度からの繰越金 1万3千円

市債 借入金 5万7千円

議会費 議会の運営に 3千円

総務費 庁舎などの管理、各種計画の
推進などに 4万6千円

民生費 子育てや高齢者などの福祉に 10万9千円

衛生費 保健医療やごみ処理などに 5万5千円

農林費・
商工費 農林業・商工業の振興などに 1万2千円

土木費 道路や河川などの整備に 4万2千円

消防費 消防や防災対策などに 2万6千円

教育費 学校教育や社会教育などに 7万1千円

災害復旧費 災害の復旧事業に 1千円

公債費 市債の返済金などに 3万3千円

※令和2年3月末人口　88,316人で算出 

収入 41万3千円

支出 39万8千円
令和元年度の決算額「1人いくら?」
市民1人当たりに換算してみると…

歳出歳入

議会費
2億5,454万円

総務費
40億2,045万円

民生費
95億9,835万円

衛生費
48億7,936万円

農林費・商工費
10億9,417万円

土木費
36億9,403万円

消防費
23億2,420万円

教育費
62億8,989万円

災害復旧費
5,526万円

公債費
29億5,970万円

市債
50億1,700万円

市税
154億9,745万円

交付税・各種交付金
49億2,839万円

使用料・手数料
 6億3,600万円

国・県支出金
71億9,234万円

寄附・財産収入
16億1,559万円

繰入金
5億6,518万円

繰越金
11億612万円

一般会計決算
歳入365億5,807万円、歳出 351億6,995万円

条
例
の
制
定
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
教
育
会
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

教
育
・
文
化
の
振
興
を
目
的
に
、
現
在
の
袋
井

市
総
合
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
新
た
に
本
市
の
教

育
の
拠
点
と
な
る
「
袋
井
市
教
育
会
館
」
と
す
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

●
浅
羽
中
学
校
校
舎
改
築
改
修
工
事
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

・
建
築

　
　
　
契
約
相
手
先
…
丸
明
・
永
井
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　
　

契
約
金
額
…
22
億
7
7
0
0
万
円

　
　
　

工
期
…
令
和
2
年
9
月
1
日
〜
令
和
4
年
12
月
23
日

　

・
機
械
設
備

　
　
　
契
約
相
手
先
…
渥
美
・
袋
井
設
備
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　
　

契
約
金
額
…
2
億
8
9
3
0
万
円

　
　
　

工
期
…
令
和
2
年
9
月
1
日
〜
令
和
4
年
12
月
23
日

　

・
電
気

　
　
　
契
約
相
手
先
…
前
島
・
大
王
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　
　

契
約
金
額
…
2
億
1
2
3
0
万
円

　
　
　

工
期
…
令
和
2
年
10
月
1
日
〜
令
和
4
年
12
月
23
日

議
員
提
出
議
案

●
袋
井
市
議
会
会
議
規
則
及
び
袋
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

こ
れ
ま
で
は
、
出
産
と
事
故
の
み
を
欠
席
の
事
由

に
規
定
し
て
い
た
が
、
議
会
活
動
と
出
産
や
育
児
な

ど
を
両
立
さ
せ
、
議
員
の
な
り
手
を
増
や
す
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
欠
席
事
由
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

【
追
加
し
た
欠
席
事
由
】

・
負
傷
・
疾
病
・
出
産
の
補
助
・
育
児
・
看
護
・
介
護

※金額は1万円未満を四捨五入して記載しています。

※金額は1千円未満を四捨五入して記載しています。
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市
政
に
対
す
る 　
　
　

一
般
質
問

問
市
の
窓
口
に
出
か
け
な
く

て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
取

り
組
み
の
推
進
状
況
は
。

答
令
和
3
年
度
の
保
育
所
な

ど
の
入
所
申
し
込
み
を
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
申
請
も
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
今
後
は
、
慣
例
的

な
押
印
廃
止
と
併
せ
、
可
能
な

も
の
か
ら
電
子
申
請
化
を
行
っ

て
い
く
。

問
非
対
面
で
荷
物
を
受
け
取

れ
る
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
推

進
は
。

答
新
た
に
創
設
す
る
新
し
い

生
活
様
式
に
対
応
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
中
で
、

在
宅
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
確
保
の

た
め
の
間
取
り
の
変
更
や
、
固

定
式
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

な
ど
も
助
成
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
現
段
階
で
は
、
こ
う
し

た
助
成
制
度
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問
本
市
に
お
け
る
小
中
学
校

の
I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
の

た
め
の
端
末
や
機
器
の
整
備
の

進
捗
状
況
は
。

答
全
児
童
生
徒
に
1
人
1
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整
備
し
、
3

学
期
か
ら
活
用
す
る
。
今
後
、

家
庭
で
通
信
費
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
は
、
I
C
T
の
活
用

状
況
を
踏
ま
え
て
、
家
庭
学
習

で
も
継
続
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

問
雇
用
者
や
労
働
者
に
と
り

重
要
な
助
成
金
制
度
で
あ
る
。

市
内
の
申
請
件
数
や
支
給
率
の

把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

答
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請

は
雇
用
調
整
助
成
金
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
、
休
業
支
援
金
・
給
付

金
の
申
請
は
厚
生
労
働
省
へ
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
静
岡
労
働

局
に
確
認
し
た
が
、
市
町
単
位

で
の
把
握
は
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

問
市
の
指
定
管
理
者
や
従
業

員
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
る
か
。          

答
指
定
管
理
者
は
市
の
要
請

に
よ
り
、
全
部
ま
た
は
一
部
を

臨
時
休
館
し
た
。
業
務
に
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
指
定

管
理
者
に
対
し
て
は
、
雇
用
調

整
助
成
金
、
休
業
支
援
金
・
給

付
金
な
ど
、
国
の
制
度
に
つ
い

て
市
か
ら
周
知
し
た
。

問
高
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
は
草
刈
り
隊
、
治
水
対
策
特

別
委
員
会
、
防
災
講
座
な
ど
各

部
で
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
担
当
窓
口
と
し
て

役
割
を
問
う
。

答
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対

す
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
交
付
金
に
よ
る
財

政
支
援
な
ど
、
地
域
づ
く
り
が

円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
を
し
て

い
く
。

問
I
C
T
を
活
用
し
た
防
災

力
強
化
へ
の
方
策
は
ど
う
か
。

答
現
在
、
災
害
対
応
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
て
い

る
。
災
害
発
生
時
の
人
的
被
害

や
物
的
被
害
を
シ
ス
テ
ム
上
で

一
元
的
に
管
理
で
き
る
の
で
、

よ
り
迅
速
な
災
害
対
応
の
意
思

決
定
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
多

く
の
人
命
救
助
と
被
害
の
拡
大

防
止
に
つ
な
が
る
。

問
休
校
の
長
期
化
で
学
習
の

遅
れ
や
学
力
差
の
広
が
り
を
懸

念
す
る
が
ど
う
か
。

答
児
童
生
徒
の
学
習
の
理
解

度
や
学
力
差
に
つ
い
て
、
例
年

と
比
較
し
て
大
き
な
変
化
は
見

ら
れ
な
い
。
体
験
的
な
活
動
や

行
事
、
特
別
活
動
で
つ
な
が
り

や
絆
を
感
じ
ら
れ
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

   

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ

る
海
洋
汚
染
防
止
の
取
り
組
み

方
は
。

答
①
ご
み
を
減
ら
す
、
②
再

利
用
す
る
、
③
再
資
源
化
す
る

に
加
え
て
、
そ
の
前
段
階
の
④

ご
み
と
な
る
も
の
を
断
る
こ
と

で
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
併
せ

て
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
削
減
や
適
切
な
ご
み
回

収
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

森も
り

杉す
ぎ 

典の
り

子こ 

議
員

新
し
い
生
活
様
式

定
着
の
た
め
の
取
り
組
み

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
の
推
進
は

近こ
ん

藤ど
う 

正ま
さ

美み 

議
員

防
災
力
の
さ
ら
な
る
強
化
は

S
D
G
s
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は

木き

下し
た 

　

正た
だ
し 

議
員

雇
用
調
整
助
成
金
と

休
業
支
援
金
・
給
付
金

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る

 

ま
ち
づ
く
り
活
動

子
ど
も
の
学
び
育
つ

環
境
の
保
障
を

タブレットで学習する児童

高南コミュニティセンター

新型コロナウイルス感染症予防に対応した避難所設営訓練
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問
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

を
現
在
森
町
一
宮
に
設
置
し
、

袋
井
・
磐
田
・
森
の
3
市
町
に

て
令
和
4
年
ま
で
の
約
束
の
も

と
共
同
管
理
を
し
て
い
る
。
次

期
建
設
予
定
地
は
覚
書
に
よ
り

磐
田
市
に
決
ま
っ
て
い
る
が
現

時
点
、
地
元
の
反
対
で
見
通
し

が
立
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
対

応
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
森
町
最
終
処
分
場
の
埋
め

立
て
量
は
、
令
和
元
年
で
53
%

程
度
で
あ
り
、
延
長
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
磐
田
市
で
の

建
設
地
選
定
を
引
き
続
き
要
請

し
て
い
く
。

問
磐
田
市
が
令
和
3
年
か
ら

民
間
に
委
託
し
、
森
町
の
最
終

処
分
場
に
焼
却
灰
を
入
れ
な
く

な
る
と
袋
井
市
分
の
処
理
負
担

額
が
6
0
0
0
万
円
も
増
額
と

な
る
。
磐
田
市
に
も
負
担
を
求

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
建
設
経
過
を

踏
ま
え
磐
田
市
に
も
負
担
を
求

め
て
い
く
。

問
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
協
会
会
費
な
ど
自
治
会

費
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
税
外
負

担
は
、
近
年
世
帯
納
付
率
も

61
・
2
%
と
低
く
な
り
不
公
平

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
世

帯
会
費
は
廃
止
し
、
市
が
補
助

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
費
を
見

直
す
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
、
ほ
か
の
世
帯
会
費

の
あ
り
方
も
調
査
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
家
族
を
介
護
す
る
若
者
の

実
態
は
。

答
家
族
を
介
護
す
る
若
者
に

つ
い
て
は
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
に
お
い
て
は
、
福
祉
な
ど

の
担
当
窓
口
な
ど
に
相
談
は
な

く
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

は
確
認
で
き
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

問
家
族
を
介
護
す
る
若
者
へ

の
支
援
は
。

答
家
族
を
介
護
す
る
若
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
窓
口

相
談
や
家
庭
訪
問
な
ど
、
様
々

な
場
面
に
お
い
て
介
護
す
る
若

者
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
介
護
が
必
要
な
人
が
適
切

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
す
る

若
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
教

育
や
進
学
な
ど
の
機
会
を
失
わ

な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
起
立
性
調
節
障
害
を
発
症

し
て
い
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援

は
。答

関
わ
り
の
あ
る
教
員
が
症

状
を
理
解
し
、
必
要
に
応
じ
て

指
導
や
支
援
に
関
し
て
話
し
合

い
、本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、

症
状
が
治
ま
っ
て
か
ら
登
校
す

る
、
め
ま
い
が
し
た
ら
座
っ
て

休
む
な
ど
、
主
治
医
か
ら
の
指

示
に
つ
い
て
は
、
情
報
共
有
し

て
支
援
し
て
い
る
。

問
次
年
度
の
自
主
運
行
バ
ス

の
契
約
更
新
に
よ
り
運
行
見
直

し
（
案
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
見
直
し
に
よ
り
1
路
線
平

均
3
便
で
あ
っ
た
も
の
が
、
5

便
か
ら
7
便
に
増
便
と
な
る
。

ど
の
く
ら
い
の
乗
降
人
数
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

答
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
と
、
昨
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ご
と

に
実
施
し
た
意
見
交
換
会
で
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
。
そ
れ

に
よ
り
①
路
線
ご
と
の
運
行
距

離
や
運
行
時
間
の
短
縮
、
②
運

行
便
数
の
増
、
③
袋
井
駅
や
上

山
梨
地
区
周
辺
、
浅
羽
支
所
周

辺
の
各
拠
点
で
の
乗
換
え
の
円

滑
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
度
は
、
利
用
者
数
が

1
万
5
7
0
0
人
に
落
ち
込
ん

で
い
る
が
、今
回
の
見
直
し
で
、

こ
こ
数
年
で
一
番
利
用
が
多

か
っ
た
平
成
27
年
度
の
利
用
者

数
2
万
人
の
目
標
を
立
て
て
い

る
。

問
居
住
誘
導
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
地
域
で
も
、
徒
歩
圏

か
ら
外
れ
る
地
域
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
は
。

答
市
街
地
整
備
さ
れ
た
区
域

で
徒
歩
圏
か
ら
外
れ
て
し
ま
う

天
神
町
、
春
岡
地
区
に
つ
い
て

は
自
主
運
行
バ
ス
で
、
高
南
地

区
に
つ
い
て
は
停
留
所
型
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
よ

り
、
お
お
む
ね
移
動
手
段
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

家
族
を
介
護
す
る

    

若
者
へ
の
対
応
は

起
立
性
調
節
障
害
に

対
す
る
取
り
組
み
は

大お
お

庭ば 

通み
ち

嘉よ
し 

議
員

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は

税
外
負
担
の

廃
止
は
出
来
な
い
か

寺て
ら

田だ

　

 

守ま
も
る 

議
員

自
主
運
行
バ
ス
の

運
行
見
直
し

居
住
誘
導
区
域
の

移
動
手
段
は

村む
ら

井い 

勝か
つ

彦ひ
こ 

議
員

自主運行バス「フーちゃん号」

森町一宮の中遠広域一般廃棄物最終処分場   

ヤングケアラー（イメージ）
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市
政
に
対
す
る 　
　
　

一
般
質
問

問
内
閣
府
の
統
計
で
は
、
被

害
を
受
け
た
女
性
の
6
割
が
誰

に
も
相
談
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
被
害
が
潜
在
化
し
て

い
な
い
か
。

答
現
段
階
で
被
害
を
知
り
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
根
絶
に

向
け
た
啓
発
を
進
め
被
害
者
支

援
に
関
す
る
情
報
提
供
を
図
る

と
と
も
に
、
警
察
を
始
め
と
す

る
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
た
い
。

問
レ
ガ
シ
ー
を
受
け
継
ぎ
、

エ
コ
パ
で
の
感
動
を
忘
れ
な
い

た
め
、
今
後
何
か
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

答
10
月
に
エ
コ
パ
に
て
イ
ベ

ン
ト
を
、
冬
に
は
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
の
ル
ー
ル
解
説
付
き
観
戦
会

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
今

後
も
市
民
が
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し

む
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

問
熱
中
症
対
策
に
必
要
な
水

分
補
給
の
た
め
、
小
学
校
に
設

置
し
て
い
る
給
茶
機
を
中
学
校

に
も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
中
学
校
で
は
、
部
活
動
や

そ
の
日
の
天
候
な
ど
を
考
慮

し
、
生
徒
に
あ
っ
た
飲
み
物
・

量
の
水
筒
を
持
っ
て
き
て
い

る
。
設
置
に
つ
い
て
は
、
学
校

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
高
齢
者
や
認
知
機
能
が
衰

え
て
き
た
人
の
財
産
管
理
な
ど

の
後
見
事
務
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
法
人
後
見
業
務

や
市
民
後
見
人
の
育
成
は
機
能

し
て
い
る
か
。

答
法
人
後
見
業
務
は
、
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
職
員

を
中
心
に
、
令
和
元
年
度
は
16

人
の
相
談
を
受
け
、
現
在
2
件

の
法
人
後
見
業
務
を
実
施
。
市

民
後
見
人
候
補
者
養
成
講
座
も

8
人
が
受
講
し
、
現
在
、
実
務

経
験
を
積
ん
で
い
る
。

問
ま
ち
づ
く
り
、健
康
増
進
、

観
光
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
な

ど
へ
の
波
及
効
果
が
求
め
ら
れ

る
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

策
定
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
名
古
屋
市
の
お
で
か
け
カ
ン

パ
ニ
ー
と
契
約
し
進
め
て
い
る
。

問
荒
茶
単
価
の
下
落
と
茶
園

面
積
の
減
少
の
相
関
関
係
を
い

か
に
考
え
対
策
を
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
対
策

は
ど
う
か
。

答
G
A
P
認
証
継
続
費
用
、

機
械
修
繕
費
用
の
補
助
、
6
次

産
業
化
に
よ
る
付
加
価
値
向
上

の
支
援
や
、
耕
作
で
き
な
く
な

る
茶
園
の
引
き
受
け
手
調
整
、

茶
園
の
作
物
転
換
支
援
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。

問
具
体
的
な
課
題
問
題
点
を

検
証
す
れ
ば
、
実
効
性
あ
る
避

難
計
画
策
定
は
絶
望
的
。
中
電

と
の
安
全
協
定
は
再
稼
働
事
前

同
意
規
定
が
な
い
。
市
の
考
え

が
反
映
で
き
る
仕
組
み
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

答
31
キ
ロ
圏
内
市
町
の
事
前

了
解
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え

を
持
っ
て
い
る
。  

問
長
寿
し
あ
わ
せ
の
袋
井

市
、
高
齢
者
に
優
し
い
袋
井
市

に
す
る
た
め
、
補
聴
器
購
入
に

補
助
金
支
給
を
来
年
度
予
算
に

計
上
で
き
な
い
か
。

答
認
知
症
に
な
る
危
険
因
子

と
し
て
聴
力
の
低
下
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
財
政
上
の
問
題
、
公
平
性

の
問
題
が
あ
る
の
で
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。  

   

問
磐
田
市
は
、
都
市
計
画
税

を
市
街
化
区
域
か
ら
徴
収
し
、

市
街
化
区
域
は
人
口
で
約
半

分
、
面
積
で
約
3
割
と
な
る
。

袋
井
市
は
、
一
律
に
徴
収
す
る

の
は
お
か
し
い
。
是
正
に
向
け

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

答
都
市
計
画
事
業
に
よ
り
整

備
し
た
施
設
は
全
て
の
市
民
に

受
益
を
も
た
ら
す
。
当
面
、
課

税
区
域
を
見
直
す
必
要
は
な
い

と
考
え
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

山や
ま

田だ 

貴た
か

子こ 

議
員

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害

の
実
態
は

熱
中
症
対
策
の
た
め

中
学
校
に
も
給
茶
機
を

再
稼
働

事
前
同
意
規
定
が
必
要

都
市
計
画
税
の

一
律
徴
収
是
正
を

岡お
か

本も
と 

幹み
き

男お 

議
員

高
齢
者
の
財
産
管
理
に

支
援
を

袋
井
市
と
し
て
の

茶
産
地
の
維
持
を

補
聴
器
に
対
す
る補

助
金
を

ラ
グ
ビ
ー
W
杯
2
0
1
9
T
M

後

の
本
市
取
り
組
み
は

地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
策
定
は

竹た
け

野の 

　

昇の
ぼ
る 

議
員

9月 27日にエコパで開催されたラグビー体験教室

茶園とミカンへの転作地

補聴器
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問
合
併
で
は
「
サ
ー
ビ
ス
は

高
く
、
負
担
は
低
く
」
が
原
則

で
あ
っ
た
。
水
道
料
金
は
「
合

併
後
5
年
以
内
に
統
一
す
る
」

の
方
針
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
平
成
24
年
度
に
全
面
的
な

料
金
改
定
を
し
た
。
平
成
21
年

度
実
績
で
試
算
す
る
と
、
総
体

と
し
て
旧
袋
井
市
が
2
%
の
引

き
上
げ
、
旧
浅
羽
町
が
27
%
の

引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

問
都
市
計
画
税
が
平
成
23
年

か
ら
旧
浅
羽
町
地
域
に
も
課
税

さ
れ
た
。
こ
の
間
の
旧
浅
羽
町

地
域
で
の
徴
収
額
と
活
用
額

は
。答

課
税
額
は
平
成
23
年
度
か

ら
令
和
元
年
ま
で
の
9
年
間

で
、
20
億
5
0
0
0
万
円
余
。

充
当
額
は
現
年
事
業
費
で
は
街

路
事
業
に
1
0
0
0
万
円
余
、

下
水
道
事
業
に
4
9
0
0
万
円

余
、
ま
た
公
債
費
に
17
億
3
0

0
0
万
円
余
、
合
計
17
億
9
0

0
0
万
円
余
で
あ
る
。

問
7
月
の
大
雨
の
影
響
で
、

流
木
・
が
れ
き
の
浜
と
な
り
、

「
憩
い
の
場
」
な
ど
と
い
え
る

状
況
で
は
な
い
。
災
害
対
応
で

あ
り
、す
ぐ
撤
去
す
べ
き
で
は
。

答
流
木
な
ど
の
海
岸
漂
着
物

は
、
毎
年
9
月
を
め
ど
に
回
収

処
分
し
て
い
る
。
台
風
な
ど
に

よ
り
大
量
の
漂
着
物
が
発
生

し
、
海
岸
の
利
用
に
支
障
が
あ

る
場
合
に
は
、
県
が
そ
の
都
度

対
応
を
し
て
い
る
。

問
袋
井
南
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
下
に
活
動
す
る
事
と
な
っ

た
、
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ズ
へ
の
市

と
し
て
の
支
援
は
。

答
楽
器
な
ど
、
袋
井
南
小
学

校
の
備
品
の
貸
し
出
し
や
、
練

習
会
場
と
し
て
の
校
舎
や
体
育

館
の
提
供
に
は
引
き
続
き
協
力

し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、「
サ

ウ
ス
ウ
イ
ン
ズ
」
が
地
域
の
バ

ン
ド
と
し
て
、
安
定
的
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
自
立
に
向
け

た
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。問

袋
井
南
小
学
校
教
職
員
の

今
後
の
関
わ
り
方
は
。

答
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
た
教
職

員
が
指
導
者
と
し
て
輩
出
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
地
域
の
バ
ン

ド
「
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ズ
」
に
個

人
と
し
て
指
導
に
関
わ
る
こ
と

は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
期

待
し
て
い
る
。

          

問
積
み
重
ね
た
見
識
か
ら
、

今
後
の
袋
井
市
の
あ
る
べ
き
姿

を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
子
ど
も
た
ち
が
心
も
体
も

健
全
に
育
ち
、
高
齢
者
が
望
め

ば
い
つ
で
も
働
け
る
、
ま
た
、

大
胆
に
I
T
化
を
す
す
め
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
の
先
頭
を
走

り
、
全
て
の
市
民
が
誇
り
を
感

じ
る
ま
ち
が
目
指
す
ま
ち
の
姿

で
あ
る
と
考
え
る
。

問
企
業
が
行
う
感
染
症
対
策

の
見
え
る
化
が
大
事
。
対
策
す

る
企
業
に
対
し
て
、
感
染
症
対

策
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て

は
。答

市
内
店
舗
や
事
業
者
の
感

染
防
止
対
策
を
支
援
、
推
進
す

る
た
め
、
感
染
拡
大
防
止
に
資

す
る
設
備
や
物
品
の
購
入
に
係

る
費
用
に
対
し
補
助
を
実
施
す

る
。
本
補
助
制
度
を
利
用
し
た

店
舗
や
事
業
者
を
市
民
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
対
策

を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
市
独
自
の
ス
テ
ッ

カ
ー
も
配
布
す
る
。
加
え
て
、

独
自
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

実
施
し
て
い
る
店
舗
や
、
事
業

所
も
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
店
舗
や
事
業

者
に
対
し
て
も
、
ス
テ
ッ
カ
ー

を
配
布
す
る
。

問
G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
今
後
地
域
共
通

ク
ー
ポ
ン
や
G
o
T
o
イ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
繋
が
り
、
本

市
に
対
し
て
大
き
な
経
済
対
策

事
業
に
な
り
得
る
。
感
染
症
対

策
を
行
っ
た
上
、
積
極
的
な
活

用
を
望
む
。

答
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
に
つ

い
て
は
、
市
内
消
費
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
商
工
団
体

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

「
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ズ
」
活
動
に         

市
の
支
援
を 

市
長
、
四
期
16
年
の
総
括

旧
浅
羽
町
民
に
重
い
負
担

魅
力
あ
る
浅
羽
海
岸
に

伊い

藤と
う 

謙け
ん

一い
ち 

議
員

市
内
経
済
対
策
と

感
染
症
対
策
の
両
立

髙た
か

木ぎ 

清き
よ

隆た
か 

議
員

浅あ
さ

田だ 

二じ

郎ろ
う 

議
員

GoToトラベルキャンペーン
（出典 : 観光庁ホームページ https://goto.jata-net.or.jp/）

浅羽海岸の流木

袋井南小学校のマーチング
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問
保
育
所
入
所
待
機
児
童
が

多
く
出
た
の
は
、
袋
井
市
が
従

来
か
ら
公
立
幼
稚
園
に
重
き
を

置
き
、
保
育
園
は
民
間
に
と
し

た
方
針
を
取
っ
て
い
て
、
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
流
れ

で
、
保
護
者
の
幼
稚
園
か
ら
保

育
園
へ
の
ニ
ー
ズ
の
急
激
な
変

化
へ
の
対
応
に
乗
り
遅
れ
た
の

が
要
因
で
は
な
い
か
。

答
従
来
、
公
立
幼
稚
園
を
主

体
と
す
る
就
学
前
教
育
が
市
民

に
馴
染
ん
で
い
た
こ
と
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

観
点
か
ら
、
3
歳
か
ら
5
歳
の

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
保
育
所

よ
り
も
保
育
料
の
安
い
幼
稚
園

に
お
け
る
預
か
り
保
育
の
充
実

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
0
歳
か
ら
2
歳
の
子
ど
も

に
つ
い
て
は
、
地
域
や
巡
回
型

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
に
よ
り
子
育
て
支
援
を
推
進

し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
が
、
保

育
園
化
の
促
進
を
遅
ら
せ
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

問
市
長
は
教
育
環
境
整
備
に

力
を
入
れ
進
め
て
き
た
が
、
今

後
の
教
育
に
期
待
す
る
も
の
は

何
か
。

答
自
分
で
考
え
行
動
し
、
多

様
な
考
え
を
持
つ
周
り
の
人
々

と
共
生
し
な
が
ら
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
す
る
力
を
身
に
つ
け
、

世
界
に
飛
び
出
し
駆
け
回
っ
て

い
て
も
、
い
つ
も
ふ
る
さ
と
袋

井
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て

い
る
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」

の
実
現
に
期
待
す
る
。

袋
井
市
議
会
か
ら
の
意
見
書
（
要
旨
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、
地
域
経
済

に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税
な
ど

一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が
た
く
な
っ
て
い
る
。
国
に
お

い
て
は
、
令
和
3
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改

正
に
向
け
、
地
方
税
財
源
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

衆
参
両
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
経
済
再
生
担

当
大
臣
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
あ
て

・
医
療
機
関
の
経
営
危
機
に
対
す
る
財
政
支
援
を
求
め

る
意
見
書

　

国
及
び
静
岡
県
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
患
者
の
治
療
を
担
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
経
営
危
機

を
打
開
す
る
た
め
、
当
該
医
療
機
関
に
対
す
る
財
政
支
援

を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

衆
参
両
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
経
済
再
生
担

当
大
臣
、
静
岡
県
知
事
あ
て

・
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
の
拡
大
・
充
実
を

求
め
る
意
見
書

　

地
方
公
共
団
体
が
緊
急
対
策
期
間
後
も
防
災
・
減
災
な

ど
、
対
策
に
必
要
と
な
る
予
算
・
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

衆
参
両
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、財
務
大

臣
、農
林
水
産
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
、内
閣
官
房
長
官
、国

土
強
靭
化
担
当
大
臣
、内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
防
災
）あ
て

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
で
は
、
市
議
会
を
取
り
巻
く

現
状
を
把
握
し
、
若
者
の
政
治
離
れ
や
女
性
の
政
治
参
加

な
ど
の
課
題
解
決
へ
の
参
考
と
す
る
た
め
、
8
月
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
1
6
4
3
人
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
の
市
議
会
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

4％
評価する

38％
ある程度評価する

22％
あまり評価しない

5％
まったく評価しない

31％
わからない

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
集
計
結
果
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問：今の市議会をどのように
　　評価しますか。

アンケート調査結果の一例

29％
ある

36％
少しある

28％
あまりない

7％
ない

問：市議会に関心が
　　ありますか。

待
機
児
童
対
策
が

遅
れ
た
理
由
は

市
長
が
教
育
に

求
め
る
も
の
は

高た
か

橋は
し 

美よ
し

博ひ
ろ 

議
員

若草幼稚園
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議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

ご
み
減
量
化
特
別
委
員
会

I
C
T
活
用
特
別
委
員
会

◇7月9日（第9回）
<報告事項>
1 ごみ減量化対策のスケジュール変更について
　袋井市森町広域行政組合（中遠クリーンセン
ター）の搬入手数料の改定時期については、ご
み袋有料化と併せて令和4年4月に延期するこ
との報告があった。

<委員間討議>
　意見書の柱となる事項について協議し、こ
れに対する妥当性や有効性など、意見書として
の適否を検討した。

◇8月19日（第10回）
<報告事項>
1 ステーション設置に向けた自治会への聞き取
りについて
　資源ごみステーション設置に向けて、現在、
道路や水路上で資源ごみの回収を行っている
など、ステーションを設置する場所を新たに確
保する必要があると思われる62自治会を対象
に、9月から11月上旬に聞き取りを行っていく
との報告があった。

2 第9回（7/9）委員会の整理事項について
　バイオマスプラスチックを使用したごみ袋の
作成について費用対効果などを踏まえ検討す
ることの報告があった。

<委員間討議>
　意見書の内容について論点・争点を明らか
にし、合意形成を図り、どこまで合意できるの
か、できないのかを確認した。

◇7月6日（第10回）
<協議事項>
1 袋井市議会に関するアンケートについて
　ウェブアンケートの実施など、手法について協議
した。

2 「袋井市議会会議規則」及び「袋井市議会委
員会条例」の一部改正について
　欠席届出事由の具体案について、委員間討
議を行った。

◇8月4日（第11回）
<協議事項>
1 「袋井市議会会議規則」及び「袋井市議会委
員会条例」の一部改正について
　配偶者の出産補助、育児、介護、看護などを
欠席の届出事由にすることとした。（詳細は3
頁参照）

<報告事項>
1 袋井市議会に関するアンケート調査の実施状況に
ついて
　ウェブアンケートの開始など、進捗状況につ
いて報告した。

◇9月28日（第12回）
<報告事項>
1 袋井市議会に関するアンケート調査の実施結
果と取り扱いについて
　集計の速報値を報告した。（詳細は8頁参照）

◇7月2日（第10回）
<報告事項>
1 ICT施策に関する近況について
　ウィズコロナ、アフターコロナをにらんだ本市にお
けるデジタル化の推進などについて報告があった。

<研修>
1 ICT教育に関する教材の使い方について
2 袋井市気象情報収集態勢について
3 マイナポイント及びキャッシュレス決済について
4 Web会議について
　上記4項目について、それぞれ実習を通じて理解
を深めた。

 <その他>
1 国のICT化の動向について
　マイナンバーカードの取得促進、利活用範囲の拡
大など、国の議論の状況などについて情報提供が
あった。

◇7月16日（第11回）
<報告事項>
1 ICT施策に関する近況について
　コロナ禍におけるデジタル化の進展、国の動向、
市の動向などについて報告があった。

<協議事項>
1 マイナンバーカード利活用調査研究について
　マイナンバーカードに係るセキュリティ、今後の利
活用などについて協議した。

 2 RPAによる行政事務の効率化について
　人間がパソコン上で行う作業を自動化するよう
に設定されたソフトウェアロボット:RPA（Robotic 
Process Automation）の導入を見据え、生産性向
上やコスト削減、品質の向上など、行政事務の効率
化について協議した。

◇8月7日（第12回）
<報告事項>
1 令和2年度ICT補正予算など対象事業について
　コロナ禍で全国的にICT関連の取組が加速する
中、本市の補正予算などによるICT関連事業につい
て報告があった。

<協議事項>
1 オープンデータ・ビッグデータの活用について
　人口統計情報と検索ワード情報を用いた活用方
法などについて協議した。

2 データ活用の意義・必要性と今後の方向性について
　政策の精度向上や住民サービスの向上のためな
ど、デジタルデータを活用する意義・必要性などに
ついて協議した。

◇8月21日（第13回）
<協議事項>
1 5Gが促すデジタル変革について
　高速大容量、低遅延、多数接続といった特徴を持
つ5Gの今後の活用などについて協議した。

2 音声認識・文字認証・顔認識について
　今後さらにデジタル化が進展する中、音声認識・
文字認証・顔認識技術によるデジタル格差解消のた
めの活用などについて協議した。

◇9月23日（第14回）
<報告事項>
1 令和2年度ICT9月補正予算など対象事業について
　9月補正予算などによるICT関連事業について報
告があった。

<協議事項>
1 VR（仮想現実）、AR（拡張現実）などについて
2 クラウドコンピューティングについて
3 ブロックチェーンについて
　今後の普及が見込まれる上記3項目について、そ
れぞれ活用方法などについて協議した。

　特別委員会は、市の特定の問題について、審査・調査するために
設置される委員会になります。主な調査内容をお知らせします。特別委員会報告

WEB会議アプリ「ZOOM」体験
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令和2年度一般会計補正予算（第5号） 
～債務負担行為補正「デマンドタクシー
運行業務委託」～

　令和3年度から、新たに浅羽西地区でデマ
ンドタクシーが運行される予定だが、デマン

ドタクシー運行委託の契約金額算出の根拠を示し
てほしい。

　地区内に数カ所の拠点箇所を設定し、それ
ぞれの区間の移動に係る経費を平均して1台

あたりの単価を決定している。この単価を基準と
し、何台運行するかを見込んで限度額を算出した。

Q

A

令和2年度一般会計補正予算（第5号） 
～財産管理費～

　新型コロナウイルス感染症対策として案内
表示板等改善委託料を720万円計上して、本

庁舎内の案内表示をわかりやすく改善するとのこと
だが、どういった内容か。

　色分けや番号表示を改善することで、案内
表示をわかりやすくする。また、外国人来庁

者も増加していることから、表示の多言語化も予定
しており、日本語、ふりがな、英語で表記するほ
か、スペースに余裕があればポルトガル語も追加し
たいと考えている。

令和2年度一般会計補正予算（第5号）
～学校給食費～

　新型コロナウイルス感染症対策による、3
月の学校臨時休校措置に伴い、学校給食が

中止となった。影響を受けた納入業者を支援する基
準は。

　食材の廃棄はなかったが、全納入業者に一
律で、予定された売り上げに20%乗じた額

を支給していく。実際に取引のある業者の売り上
げの総利益率が10%から28%なので、その中間を
とって20％にした。

令和元年度一般会計歳入歳出決算認定
～保育所費～

　課題である保育所の待機児童の解消を目
指して、今後の取り組みは。
　昨年4月1日現在で、58人の待機児童が発
生したため、110人定員を増加して待機児

童解消を行った。しかし、本年4月1日現在で、33
人の待機児童が発生している。令和3年4月に向け
て、浅羽東・若草幼稚園の認定こども園化や、民間
の認可保育所の開所、小規模保育施設7カ所の開園
により、合計312人の定員増を見込んでいる。

令和元年度一般会計歳入歳出決算認定
～工業振興費～

　土橋工業用地ついて、同意いただけない地
権者がいるということで、懸念される声が聞か

れているが、今後の方策をどのように考えているか。
　地権者や地域の意向が大前提であるが、法
律の活用を含めた様々な方法の検討も視野に

入れながら進めていきたい。経済的な影響を踏ま
え、この事業が実現するよう、前に進めていきた
い。

令和元年度一般会計歳入歳出決算認定 
～道路橋梁管理費～

　道路橋梁維持管理費における修繕につい
て、どれくらい地元要望に応えられている

か。
　令和元年度における地元要望の総数は、
1,267件であり、そのうち45.4%にあたる

575件に対応した。予算の範囲内で、優先順位が低
いものは、なかなか実現できていない状況である
が、効率的な予算執行に努めたい。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

　令和元年度一般・特別・企業会計の各決算をはじめ、令和2年度一般・特別・企業会計の補正予算や条例制
定・改正などの議案を、各常任委員会で審査しました。ここでは、その一部を紹介します。

常任委員会レポート

建設経済委員会

民生文教委員会

総 務 委 員 会
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市役所5階議場及び各委員会室

午前9時から

11月24日（火） 開会、議案の説明

12月 1日（火） 市政に対する代表質問

  2日（水） 市政に対する一般質問

  3日（木） 市政に対する一般質問

  4日（金） 市政に対する一般質問

  7日（月） 議案の審査（常任委員会）

  8日（火） 議案の審査（常任委員会）

  9日（水） 議案の審査（常任委員会）

 17日（木） 委員長報告～採決、閉会

 　　　　　　　※変更する場合もあります

パソコン、タブレット、
スマートフォンから

本議会の中継(録画)放送が
視聴できます

QRコードを読み取ってご覧ください。
※パケット通信料がかかります。

　浅田二郎議員（日本共産党）
　国は昨年10月に消費税率を引き上げ、大企業優遇の経済政策を展開し社会保障を切り詰めたため、格差と
貧困が広がり市民生活は厳しいものとなっている。消費税引き上げに併せスポーツ施設などの使用料が引き
上げられ、市民に負担をかけている。「幼児教育・保育の無償化」という国の政策変更の影響もあり、待機
児童が33人となった。喜寿と米寿の敬老祝い金も半額以下に減額し、高齢者福祉サービスは後退した。以上
のことなどから反対する。

　村松　尚議員（緑風会）
　歳入決算額は365億5,800万円余、歳出決算額は、351億6,900万円余である。ここから繰越明許費繰越額
を除いた実質収支額は11億5,800万円余であり、確実に黒字が確保されている。予算現額に対する執行率も
歳入97.5%、歳出93.8%で、適切な執行がなされていると判断する。財政健全化判断比率も、実質赤字比
率、連結実質赤字比率も黒字であり、本市の財政状況は健全であると判断する。以上のことから賛成する。

賛否が分かれた議案
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令和2年度袋井市一般会計補正予算(第5号)について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
令和元年度袋井市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
令和元年度袋井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○
令和元年度袋井市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ － ○

○：賛成　×：反対　△：棄権　ー：欠席または除斥 〈議長（戸塚文彦）は、採決に参加しません。〉 

11月市議会定例会のお知らせ

討論（主なもの）令和元年度一般会計決算認定に対して

議案に対する議員の賛否
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TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会　　発行日／令和2年11月1日〒437-8666 袋井市新屋一丁目 1番地の 1 植物油インキを

使用しています

 ウイズコロナの経済対策を進めています。8月
にプレミアム率20%の「ふくろい応援商品券」
が3万5,000冊発行され、4億2,000万円が地元
経済に還元されます。また、「ふるさと農産物
応援便」事業(8月、10月)では、地元主要農産
物を県外の親戚などに送ることで1,500万円の
販売と今後の販路開拓を後押
ししています。袋井で買うと
いう行動が、地元を守って
いっています。

『Go Team Ireland』ポロシャツで議場を緑一色に!
　東京オリンピック・パラリンピックに向けて、ア
イルランドオリンピックチームのキャンプ地「ホス
トタウン袋井市」をPRする企画として、令和2年9
月市議会定例会で、市職員を含む出席者全員が
「Go Team Ireland」ポロシャツを着用しました。

買うことで

（広報委員：田中克周）

民生文教委員会委員と教育委員会委員（8月27日）
　新型コロナウイルス感染症対策に配慮した新しい
生活様式における各施設（小中学校、幼稚園・保育
所・認定こども園、放課後児童クラブ・子育て支援
拠点施設、学校給食、育ちの森、市内文化施設な
ど）での取り組みについて報告を受けた。また、市
内小中学校に導入しているタブレットのアプリ「ロ
イロノート」で、模擬授業を体験した。
◆出席委員からの発言
・新型コロナウイルス感染症の消毒や検温対策が教
員などに業務負担になっているのではないか。
・タブレットを導入しているが、休業中の小中学
校ではどのように使われたのか。
・小中学校の児童生徒の中には、自宅にインター
ネット環境のない家庭もあり、格差が生じてい
ると感じる。
・今後1人1台タブレットが整備されるが、第2・3
波により、学校が休業になった際、自宅での授
業が円滑に進められる準備がどのくらい進んで
いるのか。

建設経済委員会委員と袋井商工会議所（７月30日）

　コロナ禍での市内産業界の現状などの報告を受
け、市議会における支援策の審議や今後の政策立案
に役立てるために、意見交換会を実施した。
　当日は、袋井商工会議所の川越専務理事から、会
員を対象にしたアンケート調査の結果について報告
があり、新型コロナウイルス感染症による影響につ
いては、8割を超える事業者に出ている。売上減少
率が前年比50％を超えた事業者が約24％であるな
ど、厳しい現状が示された。
　続いて、袋井商工会議所の各部会（商業部会、工
業部会、建設業部会、サービス業部会、おもてなし
部会、農業産業部会）ごとの報告があり、意見交換
では、従業員のPCR検査体制や風評被害への対策
など課題について検討した。

開かれた議会、市民により身近な議会　～意見交換会を実施～
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袋井には、いいもの、
いい店いっぱいあるネ


